
『やすがわMIZBE基地2025』が開催されました

○野洲川北流側帯では琵琶湖河川事務所と野洲市が連携し、防災とにぎわいの拠
点となる「野洲川MIZBEステーション」の整備（R6.8登録）を進めています。

〇9月21日（日）、野洲市と地域の関係者等が協働し、防災・森・川のプログラム（防
災学習、環境学習）や、水辺のアクティビティ、マルシェ、手ぶらBBQなどの河川空
間のオープン化（※1）を目指した社会実験「やすがわMIZBE基地2025」を行い、約
350人の来場者でにぎわいました。

〇琵琶湖河川事務所では琵琶湖河川レンジャー（※2）とともに、川のプログラム（環
境学習）を実施し、水辺を通じて地域交流を図りました。

〇令和10年度予定の滋賀県立高等専門学校の開校とも連携した人材育成を図ると
ともに、次年度以降も民間事業者も巻き込んだ地域の防災力向上や水辺活用の
ための社会実験にチャレンジする予定です。

～水辺のいろんな使い方にチャレンジする社会実験イベント～ R7.9.30

国土交通省 近畿地方整備局 琵琶湖河川事務所
〒520-2279 大津市黒津4-5-1
TEL 077-５４６-０８44

【ホームページ】
事務所 アクア琵琶

【X（旧Twitter）】
事務所 WS琵琶

日 時：令和7年9月21日（日）10:00～16:00
場 所：野洲川MIZBEステーション予定地

（野洲川右岸北流側帯）
主催者：野洲市
来場者：約350人
内 容：マルシェ、水上体験、ニュースポーツ、

手ぶらBBQ、パーソナルモビリティ体験、
自然の森ガイドツアー、森と水辺の探検
スクール（防災・森・川のプログラム）

野洲川MIZBEステーション・かわまちづくり

野洲川MIZBEステーション利活用イメージ

← 野 洲 川 ※「やすがわMIZBE基地2025」
開催チラシより抜粋（一部加工）

（実施者：琵琶湖河川レンジャー）（実施者：やす緑のひろば）

※1：都市・地域再生等利用区域の指定

位置図

琵琶湖

※2：琵琶湖及びその周辺において、住民の皆さんが河川に関心を持てるような取り

組みや、住民と住民、住民と行政の連携・協働のコーディネーター（つなぎ役）


